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＜活動内容＞ ＜活動の様子＞

活動の様子の写真

成果物の写真

活動内容の追加コメント

＜目的＞

地域連携活動のねらい：利用者の働く場の提供、自立を助け

る。

地域にとってのメリット：人手不足の解消、地域と連携を深め

相互的に継続性のある適切な活用。生産量の増加への貢献。

対象者にとってのメリット：利用者の自立水準を高める。

＜成果＞

実施した結果：地域の労働力不足の解消、企業の生産量・売上

の増加に貢献。

得られた成果：利用者の自立と利用者に対する理解への促進。

課題点：個人差なく、より正確にスピードを上げ生産量の

増加に努め製品の質を落とさず連携先または地域と深耕を

図る。

連携した結果に対する意見または評価

今後の連携強化に向けた課題

就労継続支援Ａ型事業所における地域連携活動実施状況報告書

地域連携活動の概要

事業所番号

管理者名

対象年度

事業所名 self-A・アドバンフォース水戸堀町

住　所 茨城県水戸市堀町916-4

0810102103

磯﨑　沙織

令和4年度電話番号 029-350-6300

連携先企業名 株式会社　MonotaRO 担当者名

利用者数：20名

連携先の企業等の意見または評価

冨田　翔子

活動場所:株式会社　MonotaRO

実施日程：2020年4月1日より現在継続中

実施した生産活動・施設外就労の概要：

製造、工事、自動車整備などで必要な工具、部品、消耗品等の関

節資材の袋詰め・個包装・バーコード貼付

様式１


